
主催：掛川市
共催：掛川市地区まちづくり協議会連合会

～来て、見て、活かす！
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  「協働によるまちづくり活動発表会」に、多数の方々

にご参加いただき、誠にありがとうございます。 

 令和の新しい時代を迎え、今年は東京２０２０オリン

ピック・パラリンピックが開催され、日本全体が沸き立

つ１年となることが期待されます。 

 掛川市としましても、世界規模の大イベントとなりま

すので掛川城周辺での聖火リレーの開催、事前キャンプ

の受け入れなどにより、機運を盛り上げていきたいと考えています。 

また、国連サミットで採択された「ＳＤＧｓ」の考え方を踏まえ、これか

らの２０年を見据えた行政運営をしてまいります。今年改定する総合計画

を、掛川版「ＳＤＧｓ」として位置づけ、持続発展可能なまちづくりと誰１

人取り残さない社会の実現に向け、子育て支援、産業の振興、災害への備え

など、様々な施策を戦略的に展開してまいります。 

さて、掛川市では、市民の皆さんをはじめ多くの方々との対話を重ね「協

働のまちづくり」の推進を図ってまいりました。平成２８年に市内全域に地

区まちづくり協議会が設立され４年が経過しようとしています。それぞれの

地域特性にあった活動に加え、地域で抱える課題解決のために、地元の企業

や市民活動団体、さらには地区まちづくり協議会同士が連携して進めていこ

うとする取組が増えてきており、「協働のまちづくり」が一歩ずつ着実に前

進していることを感じています。 

２０年先の幸せで豊かな掛川市を築くうえで、地域、市民活動団体、企業

などの皆様が連携して主体的に行うまちづくりが、必要不可欠であります。

本日ご発表いただく活動の中から、今後の取組をさらに充実していくための

考え方やアイデア、協働のヒントを見つけていただきたいと思います。そし

て、地域やそれぞれの団体に持ち帰っていただき、多くの皆様と共有するこ

とで、まちづくり活動がさらに広がることを期待しております。 

 

                     掛川市長 松井三郎 

掛川市長 あいさつ 
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 令和元年度「協働によるまちづくり活動発表会」にご

出席いただきまして、ありがとうございます。また、日

頃は、各地区まちづくり協議会の活動にご尽力をいただ

きまして誠にありがとうございます。改めて御礼を申し

上げます。 

この活動発表会も平成２８年に初めて開催し、今回で

５回目となります。年を追う毎に協議会の活動も充実し、

毎年期待をもって拝聴させていただいております。各団体の自慢の活動をお

聞きすることで、情報の共有化と活動の水平展開が図られるものと期待して

おります。 

さて、昨年は色んなことがありました。年号が「平成」から「令和」に変

わり、天皇陛下の「即位礼正殿の儀」などの催しがあり、市内においても祝

賀行事が行われました。また、ラグビーワールドカップでは、エコパで日本

が優勝候補のアイルランドを破り「静岡の風」と呼ばれ、結果ベスト８に進

出。「ワンチーム」が流行語大賞に選ばれました。この「ワンチーム」は、

地域コミュニティに通じるものだと思っております。 

一方で、異常気象による大規模な風水害も発生しました。今年はオリンピ

ックの年であります。災害のない穏やかな一年であることを願うものであり

ます。災害が発生したとき、何が大事か。それは、向こう３軒両隣が支え合

う絆の強さであり、地域コミュニティの力だと思っております。地区まちづ

くり協議会は、そうしたコミュニティを作るための組織でもあります。 

今年は、地区まちづくり協議会ができて５年目であります。それぞれの協

議会が描いたビジョンに沿った活動になっているか、検証していただきたい

と思っております。 

結びに、新たな１年が各地区まちづくり協議会にとって実り多き年となる

ことを祈念して挨拶といたします。 

 

掛川市地区まちづくり協議会連合会 会長 中村 隆哉 

地区まちづくり協議会連合会 会長 あいさつ 
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協働によるまちづくり活動発表会 

～来て、見て、活かす！ まちづくりのヒントが満載～ 

 

開催結果概要 
 

（１）事 業 名 令和元年度 協働によるまちづくり活動発表会開催事業 

 

（２）日  時 令和２年１月２５日（土）１３：３０～１５：３０ 

 

（３）会  場 掛川市文化会館シオーネ 大ホール 

 

（４）主 催 等 主催：掛川市（まちづくり協働センター（生涯学習協働推進課）） 

共催：掛川市地区まちづくり協議会連合会 

 

（５）目  的   自治基本条例に基づき、平成２８年度に市内全域に地区まちづくり協

議会が設立し４年が経過しようとしています。自らの地域をより良くし

たいとの想いから、それぞれの地域特性に応じたまちづくりが、地区ま

ち づ く り 協 議 会 や 市 民 活 動 団 体 及 び 企 業 等 の 活 動 に よ り 活 発 に 進 め ら

れております。 

 これらの素晴らしい活動をより多くの皆さんに知っていただき、まち

づくりへの新たな気づきを得る場とすることで、協働のまちづくりの確

実な進展に向けた、ステップアップの小さな一歩の一助として「協働に

よるまちづくり活動発表会」を開催しました。 

 

（６）内  容 ・まちづくり活動発表会 

【発表団体】４団体 

（地区まちづくり協議会、市民活動団体、企業、他市事例、各１団体） 

協働の視点で特色あるまちづくり活動を行った団体が、その活動

を発表することで、あらゆるセクションからの参加者がまちづく

りへの関わりや、自らができることを意識し、今後の取り組みへ

の気づきを得る場となりました。また、アドバイザーによる講評

からさらなる活動発展へのヒントがありました。 

        ・まちづくり活動団体紹介エリア（ホワイエ・玄関前） 

【展示団体】５３団体 

（令和元年度掛川市市民活動推進事業採択団体 ４団体、 

市民活動団体 ４９団体） 

パネル展示により、市内外で行われている様々なまちづくり活動

の取組を紹介し、交流のきっかけの場づくりとなりました。 

 

（７）参 加 者 ２５０人 

（地区まちづくり協議会等 1６９人、市民活動団体等１６人、行政３０人、 

一般６人、その他２９人） 
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アドバイザー 紹介

① 桜木地区まちづくり協議会

【 チーム桜木！掛川の元気は桜木から！ 】
② 協働遠州

【 掛川市災害我がこと意識向上プロジェクト 】
③ ユニ・チャーム株式会社

【 ユニ・チャームが目指す共生社会実現への取り組み 】

④ 京都府城陽市青谷コミュニティセンター運営委員会

【 青谷コミュニティセンターの取り組み 】

川端 務夢
Kawabata Tsutomu

掛川市協働の
まちづくりアドバイザー

掛川市協働アドバイザー（2015～）
静岡県のＮＰＯ中間支援機関のセン
ター長を歴任し、現在は市内外の市民
活動等へのサポートを精力的に行って
います。

千野 和子
Chino Kazuko

（公財）ふじのくに未来財団
副代表理事

公益財団法人ふじのくに未来財団
副代表理事として、「もっと、いい
まちにしたい」と、自ら汗をかき活動
している皆さんを応援するため、人材
や資金等の情報を提供しています。

上記まちづくり団体のまちづくり活動事例の
発表に対し、講評をいただくアドバイザーを
紹介します。

まちづくり活動事例発表
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毎回新しいことがあり、層の厚さに感心しています。アドバイス
というより、感想ですが３つのキーワードでお話しします。

協働は日常的に推進されるものですが、災害時には様々なボラ
ンティアが市外・県外から入ってくるため、その活動をコーディ
ネートすることが求められます。昨年内閣府が出した防災計画の
中には、行政、NPO、ボランティアの３者連携が強く求められ
ています。災害時における協働は、その際のコーディネートが重
要になります。地区まちづくり協議会や行政、NPO、ボラン
ティア、そして企業との災害協定が同時に進行していかなくては
ならない事態になるかと思われますので、今後の協働の課題であ
ると感じました。

「ふじのくに未来財団」では、寄付を集めて市民活動団体の助
成を行っています。寄付をしていただいている企業もそれぞれ
「SDGs」と関係した課題を設定しており、助成事業も何の課題
解決のためにやっているのか「SDGs」を付して実施していると
ころです。「SDGs」は、そういったコミュニケーションツール
としても活用され始めています。皆さんの活動も「SDGs」との
関係性を強めていっていただくことで、様々な組織との連携が生
まれると思います。

京都の事例は素晴らしいと思いました。地区のセンターを地域
の拠点としてコミュニティづくりにつなげています。静岡県内で
は、沼津市で地区センターを地域のまちづくり協議会が運営し、
大きな公園の運営管理にも地区まちづくり協議会が強く関わって
います。このように、自主財源を求めようとコミュニティビジネ
スを始めるなどの、社会実験も始まっているところです。

アドバイザー全体講評（千野和子）

災害時における協働災害時における協働

ＳＤＧｓ※ＳＤＧｓ※

コミュニティコミュニティ
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経済界では、今までの成功事例が成り立たないくらい曖昧で不
確実な時代に入ってきていると言われています。増大した人口に
合わせた経済的な営みが、急激な人口減少により、それらの営み
を維持することばかりに神経がいき、何をして良いのかわからな
くなるといわれています。これはまちづくりでも同じで、人口減
少の加速はこれから皆さんに重くのしかかってくる要素でありま
す。増えれば良いという方もいますが、そこには違う性格・価値
観の方達が入ってくる不安さがあります。

ここで大事なのは、2015年に国連が誰も取りこぼさない、全て
の人が幸せになるための指針「SDGs」を世界の共通言語として
発表したことです。言語が違っても目指すところは同じというこ
とです。協働遠州さんの「防災」は、「SDGs」と似た共通言語
です。災害は誰しもが困るものですから、地域住民の皆さんが共
通言語として取り入れ、手を取り合って取り組まなくてはなりま
せん。

そこで問題となるのは、人が流動的になったことです。つまり、
地域づくりのためには、相手を理解する時間によりエネルギーを
要するということです。次世代を導くためにやっていただきたい
ことは、まず「見る、見つける」ということです。物事の概要を
見る、その問題の根幹を見つけるという作業をしっかり行ったら、
ある固定のリーダーがこうあるべき論で話さずに、そこに多くの
方が関わりながら、解決策を考える。そして、共に行動する。こ
の３つのステップを繰り返すことで、地域住民がより一層仲良く
なる幸せな地域づくりができるのではないかと考えます。

アドバイザー全体講評（川端務夢）

曖昧で不確実な時代曖昧で不確実な時代

共通言語を持つ共通言語を持つ

３ステップ３ステップ
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希薄になった人間関係を基に戻すために、皆さんアイデア満
載のイベントを開催されています。そこまで来たら、次のステッ
プも念頭に入れていただきたい。今度は、仲良くなった地域住民
が、いつの日か起こりうるリスクなどを考えながら、次のステッ
プを自力で解決する仕組みを少しずつ作っていくことで、地域住
民の幸せにつながるのではないかと感じました。

活動の最終の目的は「幸せ」です。地域住民が均等公平に
「幸せ」を得られるためのいろいろなことを考えていただく。楽
しいことが、まず重要です。同時に少し大変ですが、真剣に考え
ることも重要だということを今日の発表から感じた次第です。

次のステップへ次のステップへ

「幸せ」のために「幸せ」のために

※SDGｓ（Sustainable Development Goals)
2015年の国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」です。「2030年世界はこ
うあってほしい」という姿から設定されている目標で、17の目標（ゴール）と169の
ターゲットが定められています。
この目標達成に向けて多様な主体による行動が求められています。
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発表会場
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発表会場
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まちづくり活動紹介エリア①

中村砦城山保全会

協働遠州 特定非営利活動法人

掛川シニア交流研究会

特定非営利活動法人

COMPAS

～令和元年度 掛川市民活動推進事業採択団体～
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まちづくり活動紹介エリア②
まちづくりの仲間を見つけるガイドブック～市民活動編～

エリア②では、市内で活動
する市民活動団体を紹介し
ました。
紹介内容は、「まちづくり
の仲間を見つけるガイド
ブック～市民活動編～」に
掲載しております。
協働の仲間づくりにご活用
ください。
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（１）あなたの所属する組織を教えてください。
割合

140 77.35%
8 4.42%
1 0.55%

16 8.84%
7 3.87%
7 3.87%
2 1.10%

計 181 100.00%

割合
満足している 59 32.60%
やや満足している 91 50.28%
やや不満足 10 5.52%
不満足 2 1.10%
無回答 19 10.50%

計 181 100.00%
  その理由、感想やご意見をお書きください。
   満足している

・
・
・
・
・

   やや満足している
・

・
・
・
・

   やや不満足
・ 夜間開催を希望
・ イベント行事活動が主で、問題解決のための活動事例が欲しい。

   不満足
・

令和元年度 協働によるまちづくり活動発表会参加者アンケート 集計結果

備考

備考
（２）本日の発表に対する感想や印象について、当てはまるものにチェックしてください。

地区まちづくり協議会、自治会等
ＮＰＯ（非営利法人、市民活動団体含む）

企業・事業所
行政
特になし

参加者：250  回答数：181（回答率72.4％）

無回答

質問時間がなかった。

実践発表の中に今後の取り組みに向けて参考となる多くのことを知ることができた。

他まち協、各種団体、企業との活動とコラボしたい。
他市からの参加はとても良かった。
それぞれの発表がとても分かりやすく、学ぶことができた。
桜木の発表は大変分かりやすく、活発な活動内容が理解できた。

アドバイザーのアドバイス総評内容が良かった。

その他

深みある発表内容がなされたが発表時間がやや短く、今少し聞きたいことが聞けなかっ
た面もある。

これは！という活動に絞った発表を聞きたかった（苦労話ではなくトライ＆エラーの実
例）

スクリーンが暗くて見にくい。配布資料の写真がカラーならもっと良い。
ユニ・チャーム→今や一流企業、社会貢献、地域共生の取り組みは重要。継続を期待。
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（３）発表を聞いて参考にしたい、実行してみたいと思ったことはありますか？
・

・

・

・
・

まち協等 NPO 行政 その他
28 20 1 3 4

140 117 3 11 9
41 31 2 6 2
25 18 1 3 3
22 21 0 0 1
33 26 0 2 5
26 20 0 3 3
32 26 0 3 3
22 20 0 1 1
14 9 0 1 4

①内容

まち協等 NPO 行政 その他
105 90 3 8 4

57 44 2 7 4
32 24 3 2 3
37 27 2 3 5

5 0 0 0 5

まち協等 NPO 行政 その他
59 50 1 2 6
80 60 6 8 6
23 15 1 6 1

         

   全てにチェックしてください。

合計
内訳

その他回答：高齢化、自治会との住み分け（二重）、一部の人だけなど

会員不足

意見集約、合意形成

災害の時はボランティアで作業に出向きたいと思う。
子どもへのまちづくりの説明。未来の参加応援。

何をしてよいか分からない
その他

内訳

資金調達
情報発信力
他団体情報不足

事務能力

（４）あなたがまちづくりを行うにあたって、抱えている課題を教えてください。当てはまるもの

外部人材・ネットワーク不足

役員のなり手不足

桜木地区の女性(30代～40代)の活動、子ども達、青年達をうまく参加させる取り組みは
とても参考になった。楽しく、おもしろく行動しよう。

ユニ・チャームさんのまち協との協働企画「ソーシャルウォーキング」。その他市内企
業の協働事業があれば知りたい。

多様な住民のつながりを作る方法が参考になった。楽しいイベントや講座がつながりの
きっかけになることが解り、何か企画してみたいと思った。

合計

②会場規模
その他回答：パネルディスカッション、子どもの発表、開催不要、市の展望説など

100人以下（会議室等）

（５）希望する発表会の開催方法について、ご意見をお聞かせください。

事例発表会
意見交換会（ワークショップ）

合計
内訳

約400人（大ホール）
約200人（小ホール）

団体交流会
講演会
その他
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